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Cornell Greenie 0.033µF 600v 
コンデンサ数値基準（別紙）を参照

テレキャスター（トグルスイッチ3way)配線
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ビンテージコンデンサー専門店 Pulse Commune / パルスコミューン

Official Web Site : https://www.facebook.com/pulsecommune/

コンデンサ数値基準

ギター

ピックアップ/一般数値/お勧め数値

ハムフロント/.022(.02)/.01～.022

ハムリア/.022(.02)/.02～.033

P90フロント/.033(.03)/.01～.033

P90リア/.033(.03)/.02～.05

シングルフロント・ミドル/.047(.05)/.03～.05

シングルリア.047(.05)/.047～.1

シングル(純正数値.1)フロント・ミドル/.1/.047～.1

シングル(純正数値.1)リア/.1/.1～.15

数値に関しては、ギターに使用する場合、ハムでは.022 400v、シングルでは.047 400vがスタンダードです

が、純正のコンデンサの数値を参考にして下さい。

若干抜けさせたり、こもらせたり、好みに合わせて微調整される方が多いです。

またボルトは400vがスタンダードですが、200vなど小さくなれば枯れた感じが強くなり、こちらが好みの方も

多くいらっしゃいます。

600vも人気ですが、大きくなれば音に張りが出て、元気な音質になります。ベースにも人気です。

ベースは.03～.1位まで、楽器の特性、好みの音によって様々です。

スラップ等のアタック、全体的に抜けの良い音質を求められる方は低い数値、低音重視の迫力を求められ

る方は数値が大きくなります。

ハイパス用は通常.005以下、好みによっては.01位まで上げる方もいらっしゃいます。

小さい数値はボリュームを絞ると高音が立つ感じに、大きい数値は絞ると丸い音質になります。

トーン程ではないですが、そのコンデンサの音質がプラスされます。

配線はボリュームポットのインアウトにまたがってハンダするだけです。

オールドコンデンサーは現代のコンデンサーとは全く別の物であり、

素材の純度等、現代では作ることのできないクオリティーを持っています。

コンデンサーはトーンを使用しなくても、付けるだけで音が変化します。

アウトされる電気信号がスムーズになり、良質のレンジに変化します。

一昔前、良い音を求め、現行のコンデンサーの代表的なものや、評判の良いものをほとんどと言っていいく

らい試しました。

散々試した結果、どれも変化は微妙で、結果オレンジドロップでいいかという判断に落ち着きました。

コンデンサーで音は変わらないとおっしゃる方がいらっしゃいますが、同じような経験をされたのではないか

と思います。

オールドには手を出していなかったので、その後試した時は衝撃でした。

流れの悪かった血流が、どっと解放されたような音の流れが生まれ、劇的に変わりました。

現代の物は良質な電気の流れを邪魔しているということも分かりました。

ギターでは、ひずみのバイト感、ニュアンスが多彩になり、サスティンが出ます。

クリーンでもソロが弾きたくなる位音が太く、しっかり出ます。

倍音、音の奥行き、レンジが現代のコンデンサーとは比べものにならない程素晴らしいです。

https://www.facebook.com/pulsecommune/
https://www.facebook.com/pulsecommune/
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